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文
化
人
類
学
者
で
あ
る
青
柳
ま
ち
こ
氏
の
新
著
を
、
ア
メ
リ
カ
史

研
究
者
で
あ
る
評
者
が
書
評
す
る
こ
と
に
、
と
ま
ど
い
を
覚
え
て
い

る
。
文
化
人
類
学
の
視
点
か
ら
の
書
評
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
編
集
委
員
会
か
ら
評
者
に
書
評
依
頼
さ
れ
た
第
一
の
理
由
は
、

副
題
が
「
オ
バ
マ
は
な
ぜ
『
黒
人
』
大
統
領
と
呼
ば
れ
る
の
か
」
と

な
っ
て
い
た
た
め
な
の
だ
ろ
う
。
販
売
戦
略
で
つ
け
ら
れ
た
副
題
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
「
黒
人
性
」
を

議
論
す
る
こ
と
が
本
書
の
主
意
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

  

国
勢
調
査
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
国
の
人
種
・
民
族

を
考
え
る
こ
と
が
本
書
の
主
旨
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
種
・
民
族
の
サ

ラ
ダ
ボ
ー
ル
と
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
、
な
か
で
も
黒
人

女
性
史
を
研
究
領
域
と
す
る
評
者
が
書
評
す
る
こ
と
は
、
何
か
の
視

点
を
提
示
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
迷
い
を
払
拭
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

ま
ず
本
書
の
全
体
像
を
つ
か
む
た
め
に
、
目
次
の
う
ち
章
題
の
み

を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
序
章
を
含
め
ず
、一
二
章
設
定
さ
れ
て
い
て
、

一
章
ご
と
に
少
な
い
場
合
二
つ
、
多
い
章
で
は
九
つ
の
節
が
あ
る
。

ど
れ
も
魅
力
的
な
節
題
で
、
読
者
の
興
味
を
刺
激
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
以
下
が
章
題
で
あ
る
。

　

序
章　
「
国
勢
調
査
員
に
任
命
し
ま
す
」

　

Ⅰ　

国
勢
調
査
と
人
種
（
レ
イ
ス
）
／
民
族
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
）

　
　
　

―
 

分
類
を
好
む
植
民
地
政
府 ―

　

Ⅱ　

ア
メ
リ
カ ―

 

レ
イ
ス
分
類
に
強
い
関
心 ―

　

Ⅲ　

ア
メ
リ
カ
の
レ
イ
ス
お
よ
び
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
分
類

　
　
　

―
 

商
務
省
Ｏ
Ｍ
Ｂ
の
統
一
見
解
を
め
ぐ
っ
て ―

　

Ⅳ　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド ―

 

レ
イ
ス
か
ら
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
へ ―

　

Ⅴ　

イ
ギ
リ
ス ―

 

旧
植
民
地
か
ら
の
大
量
移
民
を
迎
え
て ―

　

Ⅵ　

日
本 ―

 

世
界
五
大
強
国
の
威
信
を
か
け
て ―

　

Ⅶ　

国
勢
調
査
に
お
け
る
多
様
な
人
種
／
民
族
の
捉
え
方

　
　
　

―
 

言
語
集
団
・
民
族
コ
ー
ド
・
カ
ー
ス
ト ―

　

Ⅷ　

国
勢
調
査
を
行
わ
な
い
国
・
発
表
し
な
い
国

　
　
　

―
 

見
え
な
い
人
々 ―

書　

評

青
柳
ま
ち
こ 

著

『
国
勢
調
査
か
ら
考
え
る
人
種
・
民
族
・
国
籍

―

オ
バ
マ
は
な
ぜ
「
黒
人
」
大
統
領
と
呼
ば
れ

る
の
か―

』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

岩
本　

裕ひ
ろ
こ子
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Ⅸ　

曖
昧
な
レ
イ
ス
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団

　
　
　

―
 

ぼ
や
け
た
絵
の
輪
郭
を
な
ぞ
る
作
業 ―

　

Ⅹ　

人
種
の
坩
堝
復
権
？
は
な
る
か ―

 

レ
イ
ス
／
エ
ス
ニ
ッ
ク

　
　
　

集
団
の
複
数
選
択
が
も
た
ら
す
も
の ―

　

ⅩⅠ　

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
の
中
身 

　
　
　

―
 

存
在
を
主
張
し
始
め
た
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団 ―

　

ⅩⅡ　

調
査
漏
れ
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

　
　
　

―
 

今
後
の
国
勢
調
査
の
問
題
点 ―

　

最
初
に
目
次
を
読
み
込
ん
だ
と
き
、
評
者
が
も
っ
と
も
興
味
を
そ

そ
ら
れ
た
の
は
、「
見
え
な
い
人
々
」
と
副
題
さ
れ
た
第
Ⅷ
章
だ
っ

た
。
節
は
二
つ
で
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
多
い
国
レ
バ
ノ
ン
」
と
「
同

胞
と
し
て
の
ト
ル
コ
共
和
国
」
と
あ
り
、
前
者
は
国
勢
調
査
を
行
わ

ず
、
後
者
は
公
表
を
避
け
る
国
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
興
味
に

従
い
、
Ⅷ
章
か
ら
読
み
始
め
た
。

　

中
東
で
は
異
質
と
も
言
え
る
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
数
居
住
す
る

レ
バ
ノ
ン
で
は
、
一
九
三
二
年
以
来
国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い

と
い
う
。
七
〇
年
以
上
も
行
わ
れ
な
い
理
由
が
、
一
六
世
紀
以
来
の

歴
史
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
最
後
と
な
っ
た
こ
の
調

査
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
指
導
権
を
保
持
す
る
た
め
に
、
人

口
操
作
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
研
究
成
果
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　

日
本
人
研
究
者
の
二
次
史
料
を
用
い
て
、
レ
バ
ノ
ン
国
会
議
員
の

キ
リ
ス
ト
教
諸
派
、
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
派
の
宗
派
別
人
数
を
紹
介
し
な

が
ら
、
宗
教
別
人
口
に
よ
っ
て
政
治
権
力
が
配
分
さ
れ
て
い
る
現
状

で
は
、
国
勢
調
査
実
施
は
望
め
そ
う
も
な
い
、
と
「
行
わ
な
い
」
理

由
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

他
方
、
ト
ル
コ
共
和
国
で
は
、
一
九
二
七
年
に
第
一
回
国
勢
調
査

を
し
て
以
来
、
不
定
期
な
が
ら
調
査
は
続
け
て
き
た
。
そ
の
調
査
の

日
に
は
「
外
出
禁
止
令
」
が
発
令
さ
れ
る
ほ
ど
の
徹
底
ぶ
り
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
結
果
は
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。「
ト
ル
コ
共
和
国

国
民
は
す
べ
て
同
胞
と
す
る
建
国
の
理
念
」
に
よ
っ
て
、
ク
ル
ド
人

に
代
表
さ
れ
る
少
数
民
族
の
存
在
を
認
め
ら
れ
な
い
状
態
な
が
ら
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
を
射
程
に
置
く
た
め
に
、
調
査
内
容
の
変
更
が
望
ま
れ
始

め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
例
外
」
か
ら
読
み
始
め
た
が
、
次
に
本
書
出
版
に
至
る
経
緯
を

見
て
み
よ
う
。
著
者
は
友
人
か
ら
「
国
勢
調
査
の
ど
こ
が
面
白
い
の

か
」
と
問
わ
れ
な
が
ら
も
、
科
研
費
調
査
の
成
果
と
し
て
出
版
さ

れ
た
編
著
『
国
勢
調
査
の
文
化
人
類
学
』（
二
〇
〇
四
年
）
に
至
っ

た
著
者
の
研
究
生
活
で
は
、「
ま
す
ま
す
国
勢
調
査
に
は
ま
り
込
み
」

（
二
一
五
頁
）、そ
の
成
果
が
本
書
出
版
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

序
章
題
に
あ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
五
年
に
日
本
で
行
わ
れ
た
簡
易

国
勢
調
査
で
は
、著
者
自
ら「
国
勢
調
査
員
」の
経
験
も
し
た
と
い
う
。

そ
の
五
年
後
の
二
〇
一
〇
年
国
勢
調
査
実
施
直
前
の
一
〇
月
に
本
書
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を
出
版
し
た
こ
と
に
な
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
の
例
を
出
す
ま
で
も
な

く
、
一
〇
年
ご
と
の
本
格
的
国
勢
調
査
真
っ
最
中
の
日
本
の
書
店
に

並
ん
だ
本
書
は
、
読
者
の
興
味
を
呼
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。
二
〇
一
〇

年
は
、日
本
で
最
初
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
大
正
九
年（
一
九
二
〇

年
）
か
ら
数
え
て
、
九
〇
年
目
に
当
た
っ
た
。

　

日
本
に
お
け
る
国
勢
調
査
の
歴
史
は
後
述
す
る
と
し
て
、
国
勢
調

査
「
先
進
国
」
三
ヵ
国
を
み
て
い
き
た
い
。
ま
ず
「
も
っ
と
も
念
入

り
に
レ
イ
ス
の
分
類
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を
有
す
る
国
」（
三
五
頁
）

と
形
容
す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
第
一
回
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
の

は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
初
代
大
統
領
に
就
任
し
、
合
衆
国
憲
法
が
発
効

し
た
次
の
年
、
一
七
九
〇
年
だ
っ
た
。

　

国
勢
調
査
に
名
前
が
出
て
く
る
の
は
世
帯
主
（
白
人
男
性
）
だ
け

で
、
あ
と
は
人
数
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
数
が
表
す

意
味
は
深
い
。
ア
メ
リ
カ
黒
人
史
で
は
悪
名
高
く
「
五
分
の
三
条

項
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
本
書
に
お
い
て
も
合
衆
国
憲
法
第
一
条

第
二
項
第
三
節
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
人
一
人
と
数
え
ら
れ
な

い
黒
人
奴
隷
の
人
数
の
数
え
方
を
意
味
し
た
。「
血
の
一
滴
ル
ー
ル
」

（"one-drop rule"

本
書
で
は
「
血
の
一
滴
説
」
と
表
現
）
と
さ
れ

る
黒
人
の
規
定
に
関
し
て
も
、
本
書
で
は
丁
寧
に
そ
の
歴
史
を
説
明

し
て
く
れ
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
黒
人
の
よ
う
に
、
奴
隷
と
し
て

取
り
込
む
わ
け
で
は
な
く
、
植
民
以
来
排
除
の
対
象
と
な
っ
た
先
住

民
に
つ
い
て
は
、「
一
六
分
の
一
以
下
で
あ
れ
ば
白
人
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
」
と
す
る
「
ポ
カ
ホ
ン
タ
ス
の
例
外
」
を
紹
介
し
て
い
る
。

確
か
に
、
ケ
ヴ
ィ
ン
・
コ
ス
ナ
ー
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
と
い
っ
た

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
た
ち
は
、
自
ら
チ
ェ
ロ
キ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

の
血
を
引
く
と
公
言
す
る
が
、
白
人
で
あ
る
こ
と
に
誰
も
異
を
唱
え

る
人
は
い
な
い
。

　

一
九
世
紀
末
に
併
合
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
の
先
住
民
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
に

関
し
て
も
、
そ
の
混
血
段
階
で
規
定
が
設
け
ら
れ
る
。
一
九
六
〇

年
に
自
己
認
定
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
一
七
回
の
国
勢
調
査
を
振
り

返
っ
て
、
一
九
三
〇
年
の
「
国
勢
調
査
員
指
示
書
」
に
規
定
さ
れ
た

混
血
分
類
（
五
三
頁
）
は
、
こ
の
指
示
書
に
至
る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ

社
会
の
断
面
を
的
確
に
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

一
般
的
な
文
脈
で
は
「
人
種
」「
民
族
」
と
表
現
す
る
が
、
国
々

の
個
別
の
記
述
に
は
「
レ
イ
ス
」「
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
」
の
表
現
を

用
い
る
と
但
し
書
き
し
て
議
論
を
進
め
る
。
レ
イ
ス
の
分
類
を
め

ぐ
る
議
論
へ
の
統
一
基
準
と
し
て
、
一
九
七
七
年
に
商
務
省
管
理
予

算
局
（
Ｏ
Ｍ
Ｂ
）
が
示
し
た
、
レ
イ
ス
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
基
づ
い

た
五
つ
の
選
択
肢
「
指
針
一
五
条
」
を
説
明
し
て
い
る
。（
六
〇
頁
） 

指
針
通
り
一
九
八
〇
年
、
九
〇
年
の
国
勢
調
査
を
経
て
、
こ
の
指
針

が
不
十
分
だ
と
い
う
認
識
が
高
ま
り
、
一
九
九
七
年
検
討
報
告
が
公

刊
さ
れ
る
と
、
賛
否
両
論
、
議
論
白
熱
し
て
、
見
直
し
が
お
こ
っ
て
、

Ｏ
Ｍ
Ｂ
が
最
終
決
定
し
た
内
容
、
六
つ
の
選
択
肢
が
紹
介
さ
れ
て
い
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る
。（
七
〇
～
七
一
頁
） 

二
〇
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
は
こ
の
最
終
決

定
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

著
者
は
「
レ
イ
ス
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
う
厄
介
な
泥
沼
に
手
足

を
と
ら
れ
、
な
か
な
か
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
」
国
だ
と
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
を
解
釈
し
な
が
ら
、「
あ
っ
さ
り
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
変
更

し
て
し
ま
っ
た
国
」（
七
四
頁
）
と
著
者
自
ら
の
研
究
領
域
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

一
八
四
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
は
、
一
八
五
一
年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
住
民
に
限
定
し
た
第
一
回

国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
。
先
住
民
マ
オ
リ
に
関
し
て
は
、
一
八
五
七

年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
行
い
、
一
九
二
六
年
以
降
、
全
国
一
斉
調

査
に
組
み
込
ま
れ
た
と
い
う
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
と
マ
オ
リ
族
以
外
に
、

一
九
一
六
年
以
降
レ
イ
ス
分
類
で
「
エ
イ
リ
ア
ン
」
と
さ
れ
た
の
は
、

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
南
島
に
渡
来
し
た
中
国
人
、
イ
ン
ド
人
な
ど

だ
っ
た
。
一
九
五
一
年
以
降
「
そ
の
他
の
レ
イ
ス
」
と
項
目
名
が
変

更
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
合
衆
国
同
様
、
一
九
六
六
年
以
降
レ
イ

ス
に
つ
い
て
自
己
申
告
制
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
七
六

年
に
は
レ
イ
ス
に
代
わ
り
、「
エ
ス
ニ
ッ
ク
出
自
」
が
用
い
ら
れ
た
。

二
〇
〇
六
年
国
勢
調
査
に
至
っ
て
、
複
数
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
選
択
者

が
増
加
し
て
、「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
」が
出
現
し
た
と
い
う
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
で
も
な
く
、
マ
オ
リ
族
で
も
、
ア
ジ
ア
人
で
も
な
い
、「
レ

イ
ス
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
国
民
と
い
う
括

り
」（
一
八
三
頁
）
を
自
己
の
帰
属
集
団
と
し
て
も
っ
と
も
ふ
さ
わ

し
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
同
じ
英
連
邦

の
一
つ
、
文
化
多
元
主
義
発
祥
の
地
で
も
あ
る
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
も

同
様
の
現
象
が
あ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
国
勢
調
査
で
は
、
全
人
口
の

三
二
％
余
り
が
、「
カ
ナ
ダ
人
」
と
回
答
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

宗
主
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
北
米
植
民
地
だ
っ
た
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
一
七
九
〇
年
に
す
で
に
国
勢
調
査
を
開
始
し

た
の
に
比
べ
て
意
外
な
遅
さ
で
、
第
一
回
国
勢
調
査
は
一
八
〇
一
年

だ
っ
た
。
副
題
の
通
り
、
旧
植
民
地
か
ら
の
大
量
移
民
問
題
は
当
然

な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い
う
国
内
状
態
か
ら
、
門
外
漢
の
評
者
か
ら
み
て

も
、
問
題
山
積
の
よ
う
に
読
み
取
れ
た
。
Ⅸ
章
に
つ
な
が
る
問
題
と

し
て
「
ミ
ッ
ク
ス
ド
」（
濁
音
で
定
着
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
）
問

題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　

合
衆
国
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
と
三
ヵ
国
の
国
勢
調

査
分
析
の
後
に
、
と
う
と
う
日
本
の
分
析
が
始
ま
る
。
Ⅵ
章
を
読
み

進
む
に
つ
れ
て
、
著
者
の
本
書
出
版
の
意
図
は
、
あ
る
「
提
案
」
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
、と
評
者
は
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
は
じ
め
に
」

の
最
後
で
、
日
本
に
お
い
て
「
か
つ
て
の
『
民
籍
』
の
調
査
も
あ
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か ―

 

も
し
彼
ら
が
望
む
な
ら
ば ―

」（
五
頁
）

と
い
う
文
章
で
閉
め
ら
れ
て
い
る
く
だ
り
を
読
ん
で
、
当
初
は
非
常
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に
驚
い
た
。
著
者
の
意
図
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

第
一
回
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
時
点
で
、
台
湾
、

樺
太
、
朝
鮮
半
島
、
南
洋
群
島
を
植
民
地
に
し
て
い
た
日
本
は
、
植

民
地
の
人
々
を
分
類
す
る
た
め
の
用
語
と
し
て
「
民
籍
」
と
い
う
用

語
を
考
案
し
た
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
の
が「
ア
イ
ヌ
」民
族
だ
っ

た
。
現
在
で
は
差
別
用
語
と
し
か
思
え
な
い
「
北
海
道
旧
土
人
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
彼
ら
に
対
す
る
著
者
の
「
思
い
」
が
見
え
て
く
る
。

　

ⅩⅠ
章
に
至
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
、
イ
ギ
リ
ス
の

ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
、
ケ
ニ
ア
の
カ
レ
ン
ジ
ン
の
例
を

挙
げ
な
が
ら
、「
民
籍
再
考
」
と
項
目
を
立
て
る
。
在
日
韓
国
人
・

朝
鮮
人
の
日
本
国
籍
取
得
躊
躇
に
対
し
て
、
国
籍
は
日
本
、
文
化
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
（
在
日
）
韓
国
・
朝
鮮
と
す
る
こ
と
が
可
能

な
の
で
は
な
い
か
、
コ
リ
ア
ン
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
の
地
歩
確
立
の
一

つ
が
民
籍
復
活
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
民
族
に
も
同
様
だ
と

し
て
、
先
住
民
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
立
場
を
明
確
に
し
、
発
言

権
確
保
の
た
め
に
も
民
籍
復
活
は
重
要
だ
と
強
調
す
る
の
だ
っ
た
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
国
勢
調
査
が
直
面
す
る

困
難
な
課
題
を
考
察
し
た
最
終
章
と
な
る
ⅩⅡ
章
で
は
、「
調
査
漏
れ

と
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
検
討
」
を
問
題
と
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

さ
ら
に
「
無
関
心
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
壁
の
酷
勢
調
査
」
と
結
論
づ

け
、
著
者
自
ら
二
〇
〇
五
年
に
国
勢
調
査
員
と
し
て
の
経
験
に
裏
付

け
さ
れ
た
日
本
の
現
状
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
章
最
後
の
節
の
最
終
項
目
は
、「
再
考
」
か
ら
一
段
階
進
ん

で
「
民
籍
の
復
活
」
で
あ
る
。
差
別
す
る
た
め
で
は
な
く
「
エ
ス
ニ
ッ

ク
集
団
を
明
確
化
さ
せ
る
た
め
に
」、
ま
た
昨
今
な
か
な
か
止
ま
ら

な
い
政
治
家
た
ち
の
失
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
単
一
民
族
国

家
」
主
張
を
否
定
す
る
た
め
に
も
、「
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
の
中
身
を
明

確
に
し
た
方
が
よ
い
」
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
手
段
と

し
て
「
民
籍
」（「
名
称
は
何
で
も
か
ま
わ
な
い
」
と
但
し
書
き
が
つ

い
て
）
を
復
活
さ
せ
た
方
が
よ
い
と
、「
は
じ
め
に
」
の
最
後
の
文

章
を
繰
り
返
す
の
で
あ
る
。

　

本
書
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ
人

が
実
践
し
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
人
や
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
人
が
要
求
し
て
い

る
こ
と
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
当
事
者
以
外
か
ら
の
声
で
は
な
く
、

「
ア
イ
ヌ
民
族
や
す
で
に
帰
化
し
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
人
々
か

ら
、
声
を
あ
げ
る
こ
と ―

 

も
ち
ろ
ん
彼
ら
が
望
む
な
ら
ば
で
あ
る

が ―
 

が
も
っ
と
も
適
切
か
も
し
れ
な
い
」（
二
一
三
頁
）
と
結
ん

で
い
る
。

　

国
勢
調
査
の
目
的
は
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ロ
ー
マ
帝
国

や
日
本
の
律
令
制
下
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
徴
兵
や
課
税
の
必
要
か

ら
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
効
果
的
な
植
民
地
行
政

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
諸
国
家
が
近
代
国
家
と
し
て

の
威
信
を
か
け
て
、
と
い
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
為
政
者
の
立
場
か
ら

の
目
的
で
は
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
公
表
さ
れ
た
も
の
を
、
ど
の
よ
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史
苑
（
第
七
二
巻
第
一
号
）

う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
、
に
つ
い
て
最
後
に
考
え
た
い
。

　

本
書
の
よ
う
に
、
国
勢
調
査
そ
の
も
の
を
研
究
対
象
と
す
る
の

で
は
な
く
、
歴
史
研
究
者
に
よ
っ
て
史
料
と
し
て
国
勢
調
査
が
利
用

さ
れ
た
例
を
紹
介
し
よ
う
。
評
者
が
専
門
領
域
と
す
る
ア
メ
リ
カ
黒

人
女
性
史
に
お
い
て
、「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
小
説
を
出
版
し
た
最

初
の
ア
メ
リ
カ
黒
人
」
と
評
価
さ
れ
る
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

と
い
う
女
性
は
、
黒
人
女
性
百
科
辞
典
で
は
一
八
二
七
年
頃
の
生
ま

れ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
生
誕
年
は
、
一
八
五
〇
年
の
国
勢
調
査
で

ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、

次
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
一
八
六
〇
年
に
は
、
ボ
ス
ト
ン
に
転
居

し
て
い
て
、
そ
の
記
録
で
は
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
州
フ
レ
デ
ィ
ク
ス
バ
ー

グ
で
一
八
〇
七
年
か
一
八
〇
八
年
に
生
ま
れ
た
、
と
記
録
さ
れ
て
い

た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
自
由
黒
人
だ
っ
た
た
め
に
、
白
人
農

園
主
の
財
産
五
分
の
三
と
し
て
数
字
に
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
名
前

も
残
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

研
究
領
域
に
よ
っ
て
様
々
に
利
用
さ
れ
る
国
勢
調
査
だ
が
、
日
本

に
限
定
し
て
言
え
ば
、
著
者
か
ら
の
「
提
案
」
が
新
た
な
日
本
再
考

に
つ
な
が
る
議
論
に
発
展
す
る
こ
と
を
深
く
念
じ
た
い
。

（
浦
和
大
学
こ
ど
も
学
部
教
授
）


